


消費生活ネットワーク新潟・適格消費者団体認定記念講演会のご報告  

～「地域に根差した適格消費者団体」～ 

 

県内初となる適格消費者団体認定記念講演会を、講師に特定適格消費者団体・埼玉消費者

被害をなくす会理事長の池本誠司弁護士をお迎えし、12月 5日新潟県弁護士会館に於いて

開催しました。会場の人数制限もあることから会場とオンライン併用とし、池本先生は

ZOOMにて会場の大スクリーン上で講演されました。 

堀田理事長および長谷川かよ子前理事長のあ

いさつに始まり、来賓の県民生活課・消費とくら

しの安全室室長白沢知美氏が、花角新潟県知事か

らの祝辞を代読されました。「日々新たな消費者

被害が懸念され、消費者行政も強化し未然防止に

努める中、消費生活ネットワーク新潟にも力添え

をお願いしたい」とのメッセージを身も引き締ま

る思いでお聞きしました。 

記念講演「地域に根差した適格消費者団体」では、差止請求権制度運用開始からこれまで

に約８００の事業者に対して申入れを行い、実際に

訴訟を提起したのは約７０事業者。残りの 9割は事

業者への「差止・是正申入れ」で是正されている。

それは背後に「差止請求権」があることが大きな意

味を成しているとのこと。差止請求権制度運用開始

から現在までの詳細な状況をお聞きし、改めて適格

消費者団体の重要性を認識し、消費生活ネットワー

ク新潟が認定されたことの素晴らしさと同時に重責を実感しました。 

更に埼玉消費者被害をなくす会の差止請求の事例を紹介され、活動を持続的に展開する方

法として、地域に根差して行政とも様々な事業で連携し、受託事業も数多く実施されている

こともお話いただきました。また、活動委員会の消費者目線で取り組んだ事例として、大き

な果物のイラスト表示のアルコール飲料缶がスーパーの目立つ陳列場所にあり、清涼飲料と

誤認しやすいことから申入れをした結果、奥の方に移動され誤認の恐れが改善されたとの紹

介をいただきました。最後に消費生活ネットワーク新潟と参加者に対して、地域に根差した

適格消費者団体の活動が消費者被害防止、消費者・消費者団体の活性化、そして地元の消費

者行政の充実に繋がるとの熱い応援メッセージをいただきました。 

後半はネットワーク新潟の検討委員会、活動委員会の実践報告と構成団体代表によるリレ

ートーク、そして江花副理事長の閉会の挨拶で無事終了いたしました。 

私どもはこれからも多くの皆様とのネットワークを大切に、安心・安全な消費生活実現の

ために力を尽くしてまいりますので、今後とも皆様のお力添えをお願い申し上げます。 

（参加者：53名 会場 25名・オンライン 28名） 


